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概 要 Abstract

成 果 Results

１作目に早春まき野菜を栽培する施設栽培で活用できます。

１作目に早春まき野菜を
作付けする施設栽培におい
て、土壌分析することなく
２作目の適正な窒素施肥量
を算出するための技術を
開発しました。

従来の
方 法

計算による
方 法

早春まき野菜収穫後の残存窒素を推定し、
２作目の窒素施肥量を決める

残渣（はくさい、レタスの外葉）に由来する
減肥可能量を差し引く

適正窒素施肥量
(kg/10a)

トマトの窒素施肥対応(北海道施肥ガイド2015）

診断値：硝酸態窒素 mg NO3-N/100g、施肥量：kg N/10a

全窒素吸収量の計算式

はくさい 2.35 ×結球収量－ 0.97

レタス 2.18 ×結球収量＋ 0.80

残渣由来減肥可能窒素量 (kg/10a)

＝外葉窒素吸収量 4) × 0.7

4) 1作目の外葉の窒素量 (kg/10a)

外葉窒素吸収量の計算式

はくさい 0.88 ×結球収量－ 0.80

レタス 0.83 ×結球収量＋ 1.11

Step 1

Step 2

1作目の土壌分析値・施肥量・収量から推定

分析の時間・手間がない！

土壌分析土壌分析

土壌分析 残存窒素

すばやく

決定！

残存窒素推定による
窒素施肥量 (kg/10a)

残存窒素推定値を
診断値と見なす

標準的な出荷規格にほぼ達した後に収穫される場合が対象です。

窒素施肥量の決め方

１作目

はくさい など

２作目

トマト など

(t/10a)


